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要約：本稿では、明治期に香美市佐岡地域に居住した中小地主・森田家の土地所有の変遷を探り、

その土地利用や生業の復元を試みた。幕末から明治期における森田家の土地集積は段階に進んだと

いうより、むしろ流動的であった。明治前期の制度的混乱を乗り切った森田家は、江戸期からの所

有地周辺に土地を集積し生産基盤を整え、江戸期には基盤の薄かった地域にも進出し、地主化して

いった。明治後期には多くの土地を手放しており、中小地主から広域に土地を所有する大地主への

飛躍はなかったようである。また、地券表記の小字を用いたアドレスマッチング方式により地券を

GISデータ化して分析し、耕作地における土壌や河川との関係性を示すことができた。佐岡地域の
里山の土地利用では、地価から田や草山の重要性が示され、森田家が宅地を拠点に耕地と山林を所

有し、田畑の生産物と山資源を複合的に利用していたと推測した。さらに、明治期の地券の地価や

面積を数値化するだけでなく、小字を用いてミクロな所有地を空間的に視覚化する手法は、村落内

での土地利用や土地所有をより構造的に理解する方法論として重要であることも提起した。

1.はじめに

近年、日本の中山間地域では過疎化に伴い、耕作

放棄地や植林地が増加し、従来の里山景観は大きく

変容している。本稿の対象地域である香美市佐岡地

域もその例に漏れない。実際、江戸中期（1740年）
と近年（2010年）の人口を比較してみても地域全体
では 57％の人口減少が確認でき、現況では里山を
維持管理していくには厳しいと考えられる（表 1）。
里山とは、自然と人の営みによってバランスの取

れた環境が保たれている中山間地域のことであり、

里山の再生には、人の手による整備と継承が必要

不可欠となる。そのためには、かつての里山の地域

特性の把握とともに現況に至った変遷過程を知るこ

とも重要となる。佐岡地域では、近年高知工科大学

のプロジェクトを通して、里山の景観変遷を探る研

究が継続して行われているが 1)、エネルギー革命以

前の里山とほぼ類似した景観が形成された明治期

の様相は明らかになっていない。幕末～明治初期は

棚田開発や山林利用が活発化した時期であり、本研

究ではその主体を担った地主層の家に伝来した「地

券」などの土地資料をもとに、明治期における佐岡

地域の土地利用と生業を探ってみたい。

2.位置と環境

対象地域である香美市佐岡地域は、土佐山田町東

部物部川の西側、北岸に位置し、西後入、中後入、

大後入、佐竹、有谷、本村（仁井田を含む）、佐野、

大平の 8部落より形成される（図 1）。半坂山を北
向きに、右に物部川、左に丘陵が連なる地形で成り

立っており、棚田が各所で広がっている。丘陵の谷
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表 1: 1740年と 2010年の人口データ比較

地域 人口
人口変化率

1740年 2010年

本村 168 201 +20％

後入 487 44 −91％

有谷 186 34 −82％

佐竹 195 63 −68％

大平 187 96 −49％

佐野 240 187 −22％

地区全体 1463 625 −57％

間水を利用することができたため棚田開発に適し

た地形であった。佐野台地には住吉池、佐野下池の

人工の溜池がある。

佐岡地域は 1954年の町村合併で土佐山田町に編
入（2006年の 3町村合併で香美市に）されるまで佐
岡村という独立した行政区分であり、上記の 8部落
で構成されていた。江戸時代には 8部落は村となっ
ており、8村で佐岡郷と呼ばれ、年貢収集などの単
位となっていた。

明治初期の『香美郡町村誌』によると、佐岡村の

土地は田 92町 5反 5畝 16歩、畑 47町 4反 7畝 27
歩、宅地 8町 6反 22歩、山 17町 3反、荒田 3畝 26
歩（明治 8年調）。士族 15戸、平民 380戸、人口は
1608人（明治 14年調）。産物は、米 1647石（ウル
チ米 1533石、モチ米 114石）、麦 326石（小麦 45
石、裸麦 281石）、粟 1石、大豆 55石、ソバ 18石、
タカキビ 2石、トウキビ 280斤、カライモ 4万 2千
貫、実綿 300斤、麻 38貫、藍葉 1240貫、晩茶 2千
斤、楮草 4960貫、葉煙草 4960貫、菜種 1石、生薑
470貫（明治 12年調）となっており、他村と比べ、
葉煙草・楮草の生産量が卓越している。また、明治

期以降、お札の原料となる三椏の生産も盛んであっ

た。聞き取り調査では、昔から西後入や佐竹などで

林業が盛んであり、炭焼も広く行われていたことが

確認されている 2)。

3.資料と方法

3.1 分析の視点
佐岡地域においては、里山プロジェクトを通して

里山変遷の歴史的分析が様々な手法により進められ

ているが、従来の調査研究は古文書の解釈や聞き取

り調査、現地調査といった歴史学や民俗学、建築学

の手法が中心であった。より客観性を持たせるため

には調査結果と歴史的資料をデータや空間的分析

によって照らし合わせる必要がある。

図 1: 佐岡地区集落分布図

棚田開発などによる里山景観の形成は幕末～明

治初期に進んだとされているが、当時航空写真は

撮影されておらず、土地開発や景観など空間的な実

態把握は絵地図や土地台帳などが中心的な資料と

なってきた。また、日本近代史の分野では、地租改

正の制度史的研究や、土地の所有面積や地価変動に

着目して近代の地主的土地所有の進行を検証する

経済的分析が広く行われている 3)。一方で、土地の

空間分布や地価分布に注目し景観を復元していく

ような研究は少なく 4)、村内のミクロな土地利用や

土地開発の変遷については不明な点も多い。

そこで、本稿では、佐岡地域の地主・森田家に伝

来した「地券」をデータ化することによって複合的

な分析を行い、地主の土地集積や土地利用を空間的

に明らかにすることを目的とする。

江戸期までは土地の売買は原則禁止されており、

その評価は上田や中田といった収量に応じた大まか

な等級などで決められていた。明治期には地租改正

が行われ、初めて土地が相対的に価格化されたと

いう歴史がある。森田家に伝来した「森田家文書」

には明治期に発行された地券が残っており 5)、土地

の地名や地目、地価、面積といった情報が記載され

ている。地券の数理的分析と小字を用いたアドレス

マッチングによる地理空間的な分析を組み合わせる

ことで、土地集積や土地開発の実態を歴史的に検証

する。

また、本研究では、地理情報化した地券データに

対し、一部統計的アプローチで分析を行うことがあ

るが、データの性質上、一個人の所有物であること

から、ランダムサンプリングでないことはここで明

記しておく。

3.2 森田家文書と地券
森田家は戦国期には香美郡富家村（現香南市野
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市）に居住した土豪 6)で、その子孫が江戸初期に佐

岡地区の西後入村に移り住み郷士となった。一族は

代々佐岡村の庄屋などを務め、藩の御留山の管理も

行っている。明治維新後、一族は酒造業や医師、村

長、地主などを務め、村内での経済的基盤を確立し

ていった。分家からは元衆院議長で京都市長を務め

た森田茂を輩出している。「森田家文書」は本家に

伝来した江戸期以降の文書群で、江戸期の文書の多

くは『土佐山田町史料』7)に翻刻されている。明治

期の高知県の米作農家（地主）の中には、明治 14
年（1881）以降に大蔵卿の松方正義が進めたデフレ
政策下で、米価の暴落に伴い税負担が増大し、借金

返済のため土地を売却し小作農に転落する者が多

かったとされる。こうした状況下で、森田家は土地

経営や酒造業などで私財を蓄積し、むしろ土地集積

を進めて地主として成長していったことが指摘され

ている 8)。

森田家文書には明治期以降の資料も含まれるが、

翻刻はされておらず、これまでほとんど研究の対象

になってこなかった 9)。今回保管者の好意で、森田家

に伝わった明治 14（1881）年から明治 22年（1889）
にかけて発行された地券と関係資料を閲覧させて

いただく機会を得た。森田家の明治期における土地

所有や佐岡地域の土地開発・土地利用の実態を把握

する資料になると考え、集成して分析を行った（表

2）。また、森田家文書には、森田家所有の土地を記
録した明治 34年（1900）の「土地台帳」10) が収録

されており、明治後期の森田家の所有地の動きや地

価の変遷を比較検討することができる。

3.3 森田家文書所収地券の概要
地券とは、明治政府によって発行された土地の所

有の証明となる証券で、当時の土地の所有者、住

所、地番、地目、土地の面積、地価などの情報が記

載されている。森田家文書所収の地券には、明治

政府によって初めて発行された明治 5年（1872）の
「壬申地券」は含まれず、明治 8年（1875）の地租改
正事務局設置以降に発行された改正地券のみで構

成されている。高知県では明治 14（1881）年までに
土地丈量調査が行われ、地価が確定しており、これ

に伴い発券されたものと推測される。

地券は計 161枚、全て大蔵省発行で「大日本帝国
政府」の文字が印刷され、末尾には高知県と香美

郡長の割印が押印されている。地目によって地券の

色が異なり、田・畑・宅地の地券は青色、墓地・溜

池・薮地・萱芝山・薪炭山・芝地の地券は赤色であ

る。土地の所有権が売買によって移行された場合は

図 2: 森田家文書所収の地券一例

裏面に貼り紙および注記がなされている。また、当

時の当主・森田正武（団右衛門・団八郎）が明治 6
（1873）年の地租改正の法例を書写した「地租御改
正二就上諭写」も残されている。以下、図 2に森田
家文書所収の地券と主な記載情報の一例を示す。

1⃝住所　 2⃝大字　 3⃝地番　 4⃝小字　 5⃝地目
6⃝面積　 7⃝所有者名　 8⃝地価　 9⃝作成年

3.4 地券分析の方法
地券記載の大字、小字、地番、地目、面積、地価、

作成年を csv形式に書き出し、データ化して分析資
料とした（表 2 11)）。地券記載の小字および付属情

報と、正岡水月氏により整理された佐岡地区の小字

マップ（ポイントデータ）12)を結びつけ、GISデー
タ化も行った。地価については、その算定方式は複

雑であるが基本的には土地の収穫量を基準として

いるため 13)、反別地価にはその土地の生産力が反

映されていると考え、分析を進める。

本研究では、上記の地券データを元に地券記載の

地名（大字・小字）に着目して、森田家文書を複合

的に用いて歴史的・地理的に分析し、土地の立地や

環境と地価の相互関係を数量的・空間的に分析する

手法を用いる。

まず、明治 14～22年発行の地券と明治 34年の土
地台帳を比較することで、明治期に地主化した森田

家の土地所有および土地集積の変遷を確認する。

また、地券記載の地名（小字）に着目し、江戸期

の森田家文書の土地関係史料を読み解くことで、江

戸期にさかのぼって土地所有や土地開発の状況を検

討する。次に、森田家所有地の各地目の分布やその

地価分布を地図上に表示し、川や道との距離、土壌

との関係などを探り、土地開発や生業の実態を検証

する。
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表 2：森田家文書所収地券の集成表
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なお本稿では、土地集積と同時に行われたと推測

される森田家の酒造業など商業的資本の形成につ

いては、現状近代の森田家文書の史料調査が十分で

ないため、検討は今後の課題としたい。

4.森田家の土地開発と土地所有

4.1 郷士層の土地所有の変遷
まず郷士層の江戸期～明治期における土地所有

について研究史を整理する 14)。

江戸期の土佐国において、耕地は戦国末期の『長

宗我部地検帳』に記載された「本田」と山内家入国

後に開発された「新田」に区分されていた。本田は

私的所有が禁じられ、耕作は鬮地（くじち）制がし

かれたのに対し、新田は私有が許されていた。ま

た、本田の売買は禁止されていたが（実質的には売

買が行われていた）、新田については売買自由だっ

た。新田の開発主体は、森田家のような郷士層で、

開発した新田を「領知」として所有するほか、土地

を買い集めて江戸期から土地集積を進めていた。

明治初期には土地制度が大きく転換し、村の土地

所有も変化した。また土佐特有の永小作の問題もあ

り、制度が定まらず混乱した。郷士層の領知の変遷

を整理すると、明治 3年（1870）には 15石 5斗まで
の領知は高知藩の蔵入地とされて家産券が下され、

15石 5斗以外の土地（余り地）については加地子
（小作料）の収取権が認められた。郷士らはこれに

抗議し、明治 5年にはすでに郷士に渡された家産券
を引き揚げて領知が郷士に還付されている。その後

も地租改正による地券発行で混乱は続いている。

明治 4年（1871）には村内における本田の土地売
買が認められ、明治初期の混乱を乗り切った郷士層

の中には明治期に土地集積を進めて地主化する者も

いた。森田家文書からは、森田家が混乱を乗り切っ

て土地集積を進めた様子が断片的ではあるが垣間

見られる。

4.2 江戸期の土地所有
ここでは江戸期における森田家の土地所有の概要

を、森田家文書を元に整理する。「先祖系図」15)に

よると、戦国期に居住していた富家村（香南市）か

ら江戸初期に浪人を経て佐岡郷へ移住してきた森

田家は、森田帯刀が佐岡郷内西後入村に屋敷（「西

ノ屋鋪」）を構えた。以後、森田家は佐岡郷内の新

田開発に関わる傍ら、庄屋職も務めた。帯刀の息

子・与三兵衛は郷士となり、その孫の与次兵衛の代

までこの西ノ屋鋪に住んだと記されている。

西ノ屋鋪は現在の大字・西後入内の東ノ谷集落

図 3: 西後入集落図 図 4: 東ノ谷の屋号と神社

表 3：郷士・森田家の領知高の変遷
年代 領知高 当主 史料

元禄 15年 34石 9斗 7合 森田団蔵 181頁

正徳元年 36石 7斗 5升 森田団蔵 182頁

正徳 5年 52石 5斗 5升 9合 森田団蔵 183頁

享保元年 52石 5斗 5升 6合 森田団蔵 185・
186頁

享保 13年 66石 8斗 1升 森田段蔵 187頁

享保 15年 91石 7斗 5升 7合 森田団蔵 188頁

天明 9年 27石 8斗 9升 7合 森田平之進 210頁

文政 11年 19石 3斗 9升 森田団蔵 188・
189頁

安政 4年 19石 3斗 9升 森田団蔵 189・
190頁

慶応 3年 19石 3斗 9升 森田俊右衛門 209・
210頁

明治 3年 27石 3斗 5升 7合 森田団八郎 211頁

（図 3）にある「西屋敷」に現地比定されることや、
通称地名「上ノヤジ」「下ノヤジ」（図 4）と通称地
名が付けられた土地に森田家の屋敷があったとの

伝承 16) から、江戸前期には東ノ谷が森田家の拠点

だったと推測される。

また「先祖系図」では、正保 2年（1646）から延
宝元年（1673）まで佐岡村庄屋を務めた孫左衛門の
代には佐岡本村に住居していることが記されてい

る。江戸中期には、森田家は佐岡村庄屋を務める系

統と、郷士となった森田団蔵の系統に分かれる。江

戸期には庄屋・森田家は本村ボウ周辺に居住してお

り 17)、明治期には西後入の森田分集落（図 3）に居
住 18) したのではないかと推測される。

続いて、江戸期の土地関係文書から明治前期の森

田家の土地形成に至る状況を推測する。森田家文

書は、上記の郷士系統の家に伝わった文書群である

が、庄屋系統の文書も含まれている。両家の土地所

有関係は複雑で全体像を復元するのは難しいが、関

係文書（領知差出、領知検地帳）から森田家が開発

に関わり私有を許された「領知」の様相を推測して
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図 5: 安永 7年の森田家領知と関連地名

みる。　

森田家の領知高が記載された「領知差出」などか

ら主要なものを抽出すると（表 3）、郷士初代・森田
団蔵の名が確認できる元禄 15年以降を見ても増減
があるようである。文化 8年には森田団蔵が領知の
一部を徳弘彦平に売り渡して、領知高が 27石 8斗
9升 7合から 19石 3斗 9升 19) となったことを記す

文書 20)もあり、開発 21)や地替、売買等で江戸期を

通じて比較的流動的だったことが分かる。また、土

地所有について混乱があった明治初期には幕末から

少し領知が増加していることも確認できる。

森田家文書には、森田家の領知に関する「坪付」

「検地帳」「地引帳」などの土地台帳が多く残ってい

る。上記のように、江戸期の森田家の領知は流動

的なため、全体像の把握は難しいが、文書に虫損な

どがない森田平之進の時代、安永 7年（1778）の領
知の収穫量を調べた「領知御検見地引帳」22)（以下

「地引帳」）記載の地名から実態を探ってみたい。

まず、平之進の時代の領知高は 27石 8斗 9升 7合
（天明 9年、表 3）であるが、「地引帳」には田 1町 4
代 2歩、畑 1町 7反 40代 3歩で計 2町 7反 44代 5歩
と面積が記されている 23)。また、記載された地名を

見ると表 4のような地名が確認できる。「大北」「折
坂」は聞き取りで通称地名として確認できており、

他もほとんどが小字から特定できる。特定できな

かった地名についても、「ヤカシロやしき」「黒岩」

は、西後入・本村の境界近くの地名と推測できる。

「地蔵ノ元」は江戸期の地誌『南路志』に記載され

た地名で地蔵堂の周辺か。「川毛」は「オリ坂」付

近の地名と推測される。地名を空間的に落とすと、

本村・西後入との境界部から東ノ谷にかけて、中後

入の一部、佐野の中南部、有谷の一部に領知を有し

ていたことが確認できるが（図 5）、必ずしも明治
期の地券記載の地名とは一致していない（表 4）。
また、他の文書類から佐竹の「コヤノ谷」にも畠

（享保 10年）24)があり、明治期の森田家の所有地の

基盤となる西後入、佐野を中心に、中後入、本村、

有谷、佐竹に土地を所有していたことが分かる。

山林については、郷士・森田家の西後入の藩有林

「岩滝」管理に関する文書が数多く残されている。

また、山林売買に関する文書 25) から佐野村の「中

山」周辺の山林（寛政 11年）、佐野村の「岡本ヤシ
キ」周辺の山林（享保 17年）、西後入村の「黒岩」周
辺の山林（安政 5年）を森田家が購入していること
が確認でき、山林の集積も進めていたようである。

以上から森田家は江戸期を通じて開発した新田

の土地耕作を行い、新たな土地開発を進め、田畑や

山林の集積も行っていたが、所有地（領知）につい

ては流動的で増減があった。明治 8年の佐岡郷の耕
地（田 92町 5反 5畝 16歩、畑 47町 4反 7畝 27歩、
『香美郡町村誌』）と比較すると、田畑 2～4町とい
う江戸期の森田家の領知はそのごく一部で、郷士

身分を持つ中小規模の農民層であったことが確認で

きた。

4.3 明治前期の土地所有
次に明治前期の森田家の土地所有の変遷を、森田

家文書所収の地券（明治 14～22年）から検討して
いく。江戸期に 2～4町余の田畑を所有していた森
田家は、明治初期の制度転換の混乱期を乗り切り、

少しずつ土地集積を進めたようである。『土佐山田

町史』は、森田家の土地購入は明治 9年に始まり、
明治 37年まで 33件 3町余に及び、松方デフレ下の
明治 15～25年に 20件を集積したとしている。
今回、残存する森田家の地券を精査したところ、

明治 14～22年の地券発行時に森田家が所有してい
た土地は 89箇所（7町 2反 6畝 8歩）で、明治 15
～31年に他家から購入した土地は 72箇所（3町 2
畝 26歩 26)）あることが分かった 27)（表 2）。その分
布を見てみると、元々の所有地の近辺で土地を購入

し、本村中心部や佐竹の山間部の土地については新
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表 4：安永 7年「地引帳」記載地の現地比定

大宇 地名 地目 比定 地券 大宇 地名 地目 比定 地券

西後入 ヤカシロやしき 田 × × 佐野 岡本屋しキ 畑・山畑 ○ ○

西後入 黒岩 田 × × 中後入 川毛 田 × ×

本村 高樋 田・山畑 ○ ○ 中後入 ヲリ坂 田・山畑 ○ ×

西後入 ケイトコ 田 ○ × 西後入 中後入向 山畑 △ △

佐野 島田 畑 ○ × 西後入 スケソ 畠 ○ ○

佐野 松尾 田・山畑 ○ × 西後入 大北 田・山畑 ○ △

佐野 地蔵ノ元 田・山畑 × × 有谷 井ノハナ 田 ○ ×

図 6: 地券にみる森田家の土地集積

たに取得した状況が確認できた（図 6）。地券発行
時の所有地の分布（図 6・黄点）は江戸期の森田家
の領知分布（図 5）とも類似しており、明治期にも
江戸期の領知を基盤に土地集積を進めたことが分

かった。

また、地券の地目別の内訳を見てみると、元所有

地では宅地 3件、墓地 2件、田 32件、畑 16件、草
地（萱芝山・芝地・原野・薮地）22件、薪炭山 14件
となっている。一方、購入地では、宅地 4件、溜池
1件、田 38件、畑・伐畑 19件、草地（芝地）1件、
山林・薪炭山 9件となっており、田畑を中心に土地
集積を進めた状況が確認できる。土地購入の詳細を

図 7: 地券発行後の購入地の分布

見てみると、佐竹（28件）では西内・佐竹氏ら 5氏
から明治 16～24年にかけて購入し、特に明治 16・
21年に数多く取得している。佐野（19件）では水
田・前田氏ら 5氏から明治 15～24年にかけて特に
明治 15年に多く購入、西後入（13件）では小野川
氏ら 3氏から明治 15～21年にかけて購入している。
このように複数の所有者から土地購入を幅広く進

めた状況が確認できた。

購入地の分布（図 7）を見ると、佐竹では広く田
畑・薪炭山を取得し、本村や西後入南部では田、西

後入では畑・田・草山・炭薪山、佐野では溜池とと

もに田畑の購入を進めた状況が空間的に復元でき

た。宅地も本村、佐野に新たに確保している。

13



図 8: 西後入の森田家所有地の分布

地券から復元できる明治 34年以前の森田家所有
地（元所有地・購入地）のうち、生産の中心を担っ

た西後入（54件）の土地分布（図 8）を見ると、東
ノ谷から森田分にかけて幅広く田（19件）・畑（10
件）・薪炭山（9件）・草地（13件）などを所有し、居
宅のある森田分の宅地が拠点となっている状況が確

認できる。

上記のように明治前期の森田家は、西後入・佐野

を生産拠点として周辺に土地集積を進めて中小規

模に地主化し、佐竹にも多くの耕地や山林を確保し

ていった状況が確認できた。このことから、同時に

土地開発にも重要な役割を果たしたと推測される。

また、佐竹は江戸期に森田家が一時庄屋を務めた

地であったが、所有地は限定的であったことから、

森田家が明治期になって山間部の佐竹に重点的に進

出した点は注目すべきである。高標高地の山林は、

明治期に進んだ三椏栽培との関係も推定される。

4.4 明治後期の土地所有
続いて江戸後期の森田家の土地所有を、明治 34

図 9: 明治 34年の森田家所有地と手放地

年の土地台帳（132件）から確認する。全国的に明
治 23～24年に地券が廃止され、土地台帳に統一さ
れた結果作成されたもので、森田団八郎が所持す

る土地の地名・地番・地目・面積・地価が記載され

ている。台帳には明治 14～22年発行の地券と異な
り、萱草山などが原、薪炭山も山として記載され、

墓地や溜池は含まれていない。地目別の内訳は田

（41件）、畑（35件）、山（38件）、原（12件）、宅地
（6件）となっている。
明治 34年の土地台帳と明治 14～22年発行の地券
の対応関係を地名・地番を元に検証し、空間的に示

すと図 9のようになる。森田家は明治 34年までに
地券に記載があった所有地 33件を手放しており、8
件（山 6、畑 1、宅地 1）を新たに取得している。手
放したうち最も多いのは田 29件で、薪炭山 2件、宅
地 1件、畑 1件である。このことから明治前期の松
方デフレ期（明治 15～25年）に多くの土地を集積
した森田家のそれ以降（地券廃止の明治 24年以降）
の土地集積はごく一部で、田を中心に土地を手放

している状況が確認できた。手放したと記したが、
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これは親族への土地分与の可能性も残っており、そ

の背景は不明である。

また、明治 34年の土地台帳では地券段階から各
地番の面積はほとんど変わっておらず、畑・山から

田への地目変更はほとんど行われていない。このこ

とから佐岡村において明治中後期には大規模な土

地開発が行われていないことが推測される。

地価に注目して比較してみると、明治 34年時の
田畑は地券段階から全てが値下がりし、山・原・宅

地の地価は地券段階と同一である。例えば、所有地

で最も広い 2反 3畝 7歩の「ワダ」（西後入 642番）
は地券段階の 139円 46銭から 100円 8銭に値下が
り、2反 8畝の「ヲカモト」（佐野 487-1番）は 112
円 68銭から 84円 30銭に値下がりしている。高知
県の地価は明治 14年以降、値下がりし続け、特に
明治 25年以降急落したとされており 28)、佐岡村に

おいても同様の状況が確認できた。

5.佐岡地域の土地利用と生業

ここでは、森田家の地券を用いて佐岡地域内の土

地利用や地価を統計データ化し、明治期における

森田家の土地利用と生業の復元を試みる。この際、

地形環境と地価の関係に注目して分析を進める。

5.1 地券の地目と平均地価
森田家文書所収の明治 14～22年発行の 161件の
地券を改めて統計データ化して整理する。地券に

は 6大字と 11の地目が記載されている（表 5）。大
字ごとで見ると、西後入が 54件で最も多く、次い
で佐野の 50件となった。地目ごとに見ると、田が
70件で最も多く、次いで畑の 36件となり、耕作地
の件数が多い結果となった。

次に、各地目の 1反当たりの平均地価を表 6に示
す。山林は、当時の平均価格よりも高く、田は安い

ことが分かった。田は、地形そのものが山がちであ

るため、棚田の割合が多いためと考えられる。山林

に比べ耕作地、特に畑や田の価格が高い。山林では

萱芝山と芝地の価格が 1円を上回り、他より高い結
果となった。また、墓地と溜池は 0円であった。

5.2 地目別の分析
5.2.1山林
地券には山林に関する土地利用として、山林、薪

炭山、萱芝山、芝地、藪地の 5項目が記載されてい
る。図 10、11にそれぞれの地目ごとの面積、1反あ
たりの平均地価の散布図を示す。面積の散布図に着

目すると、全体的には概ね 0.5～1反の土地が多い

図 10: 山林の面積

図 11: 山林の反別地価

が、薪炭山は 2反超えが目立ち、広い土地は 9反近
いものも確認できる。さらに母数も他の地目と比べ

て多く、炭焼きが盛んであったことがうかがえる。

また、薪炭山が所在する地名に注目すると、「タ

ニ」や「サコ」が含まれるものが多くみられた。炭

焼きは炭を焼き上げた後に水が必要で、炭窯は主に

谷側に作ることが多い。水に近い場所が薪炭山とし

て好まれて利用されていたようだ。

一方、地価に着目すると、件数、面積ともに大き

かった薪炭山の地価 29) が低く、対して萱芝山と芝

地の地価が高いことが確認できた。萱芝山ではいわ

ゆるカヤが栽培されており、牛の餌や屋根葺き、田

の肥料などに使われていた。また、芝地はいわゆる

柴山で、炊事などで使う薪を取りに行く山である。

それぞれ生活に欠かせない資源が手に入る土地で
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表 5：大字ごとの地目収録頻度

地目

宇
佐竹 西後入 本村 佐野 有谷 中後入 計

伐畑 2 2
畑 7 11 1 17 36耕作地

田 13 19 8 19 9 2 70

山林 1 1
薪炭山 6 9 2 3 2 22
萱芝山 7 1 8
芝地 2 7 1 10

山林資源

藪地 3 3

宅地 1 2 3 6
墓地 2 2その他

溜池 1 1

計 29 54 14 50 12 2 161

表 6：地目ごとの平均地価

耕作地 山林資源 その他

伐畑 畑 田 山林 薪炭山 萱芝山 芝地 藪地 宅地 墓地 溜池

一反あたり

地価（円）
0.396 14.755 34.565 0.347 0.321 1.428 1.090 0.361 18.306 0 0

あったことから、薪炭山よりも価値が高く、里山生

活において極めて重要な役割を果たしていたことが

考えられる。中後入や本村での聞き取り調査 30) で

は昭和期にボサ（薪）や木炭を外販していたことが

分かっており、山林資源を産する土地が田畑ととも

に重要視され、生活の基盤になっていたと推測でき

る。

5.2.2耕作地
耕作地の面積及び反別地価はそれぞれ図 12・13
のような結果となった。耕作面積の割合を出すと、

田（70筆）が 67％を占めている。ついで畑（36筆）
の 29％、伐畑（2筆）の 4％となっており、森田家
が田を多く所有していたことが分かる。また表 5よ
り、田畑は他の地目と比べて 6大字に分散的に所有
していたことが分かる。伐畑は 1筆、ハリノキ畝で
面積にして 1,900 m2規模の土地があったものの、地

価は 1反あたり 0.3円と安価で、生産性はそれほど
高くなかったことがうかがえる（表 6）。
また、佐岡地域では山間地が多いこともあり、田

畑の面積は 1反以下の小規模な土地が多い。反別地
価では、全体に田に比べて畑が安いことが分かる。

田畑の反別価格が分散しているのは、村内で定めら

れた田畑の等級に応じて地価が算定されているか

らであろう。

地域別で見ると、森田家の居住地である西後入と

比較的水の利の良い佐竹に多くの田を所有してい

る一方、畑は佐野に多くみられる。後に耕作地と土

壌についての分析で解説するが、水田が広がる現

在の佐野の風景と異なり、明治期は畑地が多かった

ことが分かる。当時の高知県の田の平均地価は 1反
あたり 53.5円ほどであったが 31)、表 6より同時期
の佐岡地域の田の面積あたり平均地価は 34円程度
と、安くなっている。耕作面積も広く、生活に欠か

せない地目の一つであるものの、山間部で土地が狭

く、平野部に比べて十分な耕作面積が確保されず、

結果的に収穫量が限られてしまうことが原因だと

考えられる。

5.3 土地環境との関係
続いて土地環境と地価の関係を分析する。分析

データは、河川：国土数値情報　河川データ（出典：

国土地理院）、標高：基盤地図情報　数値標高モデ

ル　 5 mメッシュ（出典：国土数値情報）土壌：5万
分の 1土地分類基本調査（土壌図）（出典：国土交
通省）を用いた。
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図 12: 耕作地の面積

図 13: 耕作地の反別地価

5.3.1河川との関係
まず、国土地理院が公開している河川のGISデー
タを用いて田のポイントと河川の最短距離を計測

し、河川から田への水路の引きやすさとして評価す

ることでその関係性を分析した。以下に田の反別地

価と河川からの最短距離の散布図を示す（図 14）。
　河川からの最短距離のヒストグラム（図 15）に
着目すると、その値の小さい箇所に田が多く存在

する。

河川との距離である程度場所選びがなされてい

るものの、地価にはそれほど影響していないこと

が確認できた（図 14）。明治初期の段階では、水路

図 14: 田の地価と河川からの距離との相関

図 15: 田の河川からの距離のヒストグラム

技術の発展により河川から長距離の田まで利水で

きる長水路が整備され、比較的河川から遠くとも

容易に収穫ができる田も出現したことが推察され

る。そのため、土壌の良し悪しや交通の利便性など

の要因が地価の変動に寄与しているのではないか

という仮説のもと、以下の分析を行った。

5.3.2アクセシビリティの地価への影響
各地目の地価の大きさは宅地からのアクセスの

しやすさによっても変化するのではないかという仮

説のもと、里道データを用いて宅地からの道のり

の大きさと地価の変動の相関を分析した。ただし、

地番データは西後入、中後入、有谷、佐竹のもので

あり、里道データが未整備の佐野に関しては除外し

ている。

図 16は本学で 2017年に整備した佐岡地区の里道
データベースである 32)。今回はこのデータを利用

してアクセスのしやすさがどの程度、地価に影響す

るかを調べた。
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図 16: 佐岡地区の里道データ

以下に各地目の分析結果を示す（図 17）。ばらつ
きが大きいことに注意しつつ結果を解釈すると、耕

作地に関しては宅地から近いほどその地価が高く

なる傾向がみられる。田についてはその立地頻度

も宅地よりの方が多く選ばれていることが分かる。

畑についてはサンプル数が少なく、この結果のみで

は一概に判断することは難しいが、トレンドとして

は左肩あがりとなっている。その他山林については

サンプル数が限られていることから判断が難しい。

田の場合は、宅地から近い方がアクセスしやすい

という理由で土地が選ばれていること、地価も若干

近い方が高いという結果に対して、山林はその傾向

が薄いことが分かる。特に萱芝山、薪炭山は地価が

最大値を取る点が宅地から離れていることが見て

取れる。

5.3.3土壌との関係
次に、国土交通省が公開している 5万分の 1土壌
図を用いて田のポイントにその地点の土壌属性を

結合させることで土壌による生産性の変化を分析

した。土壌と田の反別地価の散布図を以下に示す

（図 18）。ただし、田と畑は表 6の通り、地価に大き
な差が見られるため、標準化した値で土壌間の地価

との関係性を評価する（図 20）。
褐色森林土壌、黄褐色土壌はともに火山灰の影響

が少ない山地・丘陵地に分布することが知られてい

る。特に褐色森林土壌に関してばらつきは大きいも

のの、比較的地価の高い地点が多いことが確認でき

る。一方、黒色土壌は火山灰を母材とすることが多

い土壌であり、田の地価分布に関しても全体的に低

い傾向が見られる。

続いて畑の反別地価と土壌との関係を表したも

のを以下に示す（図 19）。
図 18と比較すると黒色土壌の反あたり地価が他

図 17-1：宅地からの道のりと地価との相関

の土壌と比べて高くなってることが分かる。特に大

字・佐野ではこの黒色土壌が広く分布しており、総

じて畑の地価が高い傾向にある。佐野での聞き取

り調査では、水が少ないため、昭和初期は多くの耕

地が畑として利用されていたことが分かっている。

その土壌を生かし、当時は夏にスイカ、冬には大根

を育てていたそうで、特に大根は佐岡大根と呼ば

れていたという。佐岡大根は高知市まで三輪トラッ

クで売りに出されていたそうだ。その後、水路の整

備が行われ、現在のような水田景観が形成された。

5.3.4標高と河川
棚田の開発は、灌漑システムの観点から以下の類

型に分類されている 33)。以下にそれぞれの定義を
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図 17-2：宅地からの道のりと地価との相関

示す。

A型棚田：長水路型で長大な水路から用水を確保
する近世代から近代にかけて発達したもの。

B型棚田：小侵食谷から取水する追田型中世農民
の開発と強調されてきた山間部の狭小な湿田。

C型棚田：短水路乾田型で中世の在地領主とも関
わる谷の開口部に展開するもの。

D型棚田：近世、近代に山部や高地部に谷からの
短水路で築かれた棚田。

現在、里山で見られるような棚田の開発は幕末から

明治初期に進んだと言われており、以前は畑も混じ

り、水回りの良い箇所に段々の棚田があったと考え

られている。後に長距離用水路の整備が行われ、広

範囲に水を引くことが可能になり、現在の棚田景観

図 18：土壌と田の反別地価の関係

図 19：土壌と畑の反別地価の関係

図 20：田畑の土壌ごとのヒストグラム

が形成したと推測される。また、近現代に入るとよ

り高標高の山地に比較的短い用水路で水を引ける

ような田んぼを造成する動きが出てきたが、この灌

漑システムは D型棚田に分類される。図 15を踏ま
えると短距離水路である D型棚田の開発が明治以
降に佐岡地域でも進んでいた可能性を推測できる。
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図 21：田の標高と河川からの距離の相関

図 22：大字・佐竹周辺の河川

この仮説を元に田の標高と河川からの距離の散布

図を描画した（図 21）。
図 21より標高 50 m～150 m付近で比較的河川か
らの距離が短い箇所に田が多く分布していたこと

が確認できる。このことから佐岡地域の棚田開発

には、前述の高標高地で川から短水路で取水を行

うD型棚田が多く含まれていることが推察される。
特に西後入、本村でみられる小字がグラフ左下に集

中しており、こうした地域の棚田は近代に周辺の谷

川からの短水路で取水して開発された棚田である

とこのグラフから解釈できる。

一方で、図右上に河川からの距離が大きく、標高

が高い箇所にも数箇所、田の分布が確認された。原

因としては使用した河川データに含まれない河川

（谷川）からの取水が考えられる。これらは佐竹の

小字「中井口」「カヒゾロエ」「ノツゴ」「楠井」「僧

田久保」である。地図上で佐竹地区周辺に使用した

河川データと田の点データを重ね合わせたものを

以下に示す（図 22）。等高線から同小字周辺に谷地
形が確認され、この谷からの取水が考えられる。

5.3.5宅地と墓地
宅地は、西後入のウネサキ、本村のボウ・シンデ

ン、佐野のメン松ハヤシ・カリゾエの 5カ所 6筆が
確認された。中でもウネサキが 1万m2 と大きく森

田家の住宅が集まっていたことが分かる。その他、

田畑のある本村、佐野にも宅地を持っていたことが

読み取れる。墓地は西後入のウネサキ（9 m2）、ダ

ンダンバタ（198 m2）の 2カ所が確認された。森田
家の宅地はウネサキにあり、その北西隣のダンダン

バタに墓があったことが分かる（図 8）。

5.4 小結
以下、分析を再整理し、土地利用や生業について

解釈を示す。まず、山林では薪炭山が多くの面積を

有しており、炭焼が盛んであったようだ。また、萱

芝山や芝地の地価が他の山林の地目と比べて高く、

利用度が高かったことが分かる。牛の餌や肥料、屋

根材として利用されるカヤや、炊事に使われる薪の

取れる草地は生活必需品を確保するために重要な

場所となっていたことが地価からも読み取れる。

森田家は「ウネサキ」に 1万m2 と大きな宅地を

持っており、周辺にも多くの田畑を所有し、北西隣

の「ダンダバタケ」に墓地を所有している。このこ

とから、森田家が西後入を拠点に土地集積をしてい

たことが推測できる（図 8）。
森田家は佐野の「オキタ」に溜池を所有してい

る。佐野には「住吉池」と「下モ池」があったと記

されており、「下モ池」の水掛かりの田が「下モヲ

ヲトミ」、「アンノシバ」であることから、これが

「オキタ」の溜池であることが推察される。「下モ

池」は明治 11年に森田家出資で作られており、「オ
キタ」は地券では年不詳ながら水田家所有の土地

を森田家が購入して、所有権を得ていることから、

開発に際して溜池の土地購入が行われたと推測さ

れる。なお森田家は「アンノシバ」の田 2筆は地券
発行時の明治 14年から所有、「下モヲヲトミ」の田
29歩は明治 16年に水田家から購入している。
耕作地については、田畑の反別地価と河川からの

距離、交通網、土壌との関係性を評価し、位置的な

関係性を一定示すことができた。河川から近いほど

田としての利用が多かったこと、宅地からの交通の

便が良い田、畑の地価が高かったことが分かった。

6.おわりに

本稿では、明治期の中小地主である森田家の土地

所有の変遷を探り、所有地の土地利用や生業の復元
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を試みた。その結果、幕末から明治期における森田

家の土地集積は段階的に進んだというより、むしろ

流動的であったことが確認できた。江戸期において

森田家の私有地は流動的で一定しなかった。明治前

期には制度的混乱を乗り切り、江戸期に領知があっ

た西後入や佐野で土地を集積し生産基盤を整えて

いった。佐竹など江戸期の基盤が薄かった地域でも

土地集積を進めたことが確認できた。この背景に

は、松方デフレ下の農民層の困窮があったと推測さ

れ、逆に森田家は資本を蓄積して困窮した農民や地

主からの土地集積を進めたようである。

一方、明治後期には多くの土地を手放しており、

中小地主から広域に土地を所有する大地主への飛

躍はなかったようである。本研究では土地所有のみ

に分析が限定されており、生産管理や商業、投資と

いった家計面の分析が行えず、この背景については

明らかにできていない。今後の課題としたい。

土地利用や生業の分析では、地券から各小字でど

のような土地利用が行われていたかを把握するこ

とができた。また、地価や立地に着目して分析し、

当時の生業の体系や開発の様子を経済的に想定し

た。耕作地の位置と河川からの距離や土壌との間に

はある程度の関係が見られたが、いずれも地価には

あまり影響が見られなかった。そのため、地価に影

響を及ぼす要因が他に存在するものと考えられる。

しかし、宅地との位置関係に着目すると、宅地に近

い耕作地の地価が高く、利便性の高い場所が好まれ

ていたことが分かった。さらに、佐岡地域の里山に

おいて、地価から田や草山の重要性が示され、森田

家は宅地を拠点に耕地と山林を所有し、田畑の生産

物と山資源を複合的に利用していたようである。

また、本稿では地券や土地台帳の研究利用につい

ても新たな方法論を提示した。まず、土地関係資料

と古文書を複合して歴史的・地理的に分析を進め、

中小地主層の土地所有の変遷を村単位のミクロな

地番単位で空間的に視覚化できたことは、大きな成

果だと考える。

江戸期の通称地名と異なり、明治期には土地の地

名は小字で統一され、地番も設定されていることか

ら土地 1筆ごとの把握が容易である。地券や土地台
帳が残る町村ではこのようなミクロな土地集積の

分析が可能で、村落内の土地利用も検証することが

できる。景観復元や地主的土地所有を村単位で検証

する重要な方法論を提起できたと考えている。

さらに、これまで地券は地価や面積などの数値

データとして利用されることが多かったが、今回小

字による位置情報によって GIS データ化すること

で、村内での土地分布や地域間の差異などを明らか

にすることができた。地券分析の方法論の一つとし

て参照していただければ幸いである 34)。
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Abstract: In this paper, we will explore the transition of land ownership of the Morita family, a small and medium-sized
landowner who lived in the Saoka area of Kami City during the Meiji era. We tried to use the land he owned and restore
it to support livelihood. As a result, the Morita family’s accumulation of land from the end of the Edo period to the Meiji
period was more fluid than advanced. The Morita family, who successfully survived the early Meiji period institutional
turmoil, had accumulated land around the land they had owned since the Edo period and prepared a production base. In
the late Meiji era, they gave up a lot of land when there was no leap from small or medium-sized landowner to landowners
of vast areas of land. In the land use of “Satoyama” in the Saoka area, the speculation is that the residential land owned
by the Morita family was cultivated and forested with a complex product use of the field and mountain resources.
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